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研究成果の概要 

本研究では、ポスト革命期ロシアにおけるソ連初代文相アナトリー・ルナチャルスキーの文化政策のありよう

を舞台芸術の側面から考察することを長期的な課題として設定した。ルナチャルスキーを中心として、演劇にお

ける文化政策はロシア革命後にどのように設定され（ていっ）たか、ゴーリキーと共に 1919 年に実施したメロド

ラマ・コンテストの記録を中心に調査した。コンクールが主催された背景には、ソ連期に入っても、各劇場のレ

パートリーは依然として革命前の古い劇作が大半を占めていたという状況があった。1917 年のロシア革命を経

て、新しい社会が建設され、新しい観客にふさわしい戯曲が求められていたにもかかわらず、その当時の劇場で

上演されていた作品は、その要請に答えうる内容を備えていなかった。旧社会の戯曲と革命後の新しい社会の不

一致という状況は、たしかに古い戯曲に新しい解釈をもたらす演出手法の発展を促しもした。しかし、前衛的な

演出家による古典作品の大幅な改作は、ソ連の演劇界に摩擦を生み出してもいた。こうした戯曲の不足への方策

としてメロドラマ・コンクールはひとまず位置付けられる。 

その一方で、戯曲の不足という状況から生まれたコンクールがゴーリキーとルナチャルスキーによるメロドラ

マ・コンクールだけではなかった点も注意しておく必要がある。1918 年から 1921 年までの間に、メロドラマ・

コンクール以外に少なくとも三十二の戯曲コンクールが実施されている。 

こうした事実を踏まえると、時代に要請されてある種の自然発生的にメロドラマのモードが生まれていたとい

うよりは、新しい社会に応えうるソヴィエトの戯曲が必要とされており、その一つとしてルナチャルスキーやゴ

ーリキーがメロドラマの形式を人工的に作り出そうとしていた、という方が正確だろう。また、メロドラマ・コ

ンクールの審査員には、ペテルブルグのボリショイ・ドラマ劇場の関係者が数多く関わっている。同劇場は、革

命前の美学的文脈を備えた人物らが結集した劇場であり、19世紀的な文化からの脱却を目指してはいたものの、

その時代においては「保守派」の劇場と位置付けられる。メロドラマ・コンクールは、どうやらこの劇場のレパ

ートリーを作り出す目的もあったことが文献調査により明らかになった。 
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